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研究成果の概要（和文）：バイリンガルが、日本語と英語の間で言語を切替（コードスイッチン

グ）している発話を収集し、文法的構造面での分析をするのがこの研究の目的である。バランス

・バイリンガルの自然な日英語によるやり取りを録音・書き起こしをし、約10時間、1万文を超

えるコーパスを作り、そこに現れるコードスイッチングが、母体言語にもう一方の言語を挿入を

するパターンなのか、言語そのものの切り替えが行われているのかを観察した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to look at bilinguals’ code-switching phenomena

from the perspective of grammatical structure. Naturalistic interactions of balanced

bilinguals were recorded, transcribed and formed into a corpus consisting of over 10

thousands clauses. The code-switched clauses were examined to ascertain whether items

from one language were inserted into a main clause in the other language, i.e. the

insertion pattern or whether the speaker was switching from one language to the other,

i.e. the alternation pattern.
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１．研究開始当初の背景

(1) バイリンガルが発言の中で言語を切り替

える現象であるコードスイッチングで、一つ

の文の中での言語の切り替えに、どのような

文法的制約が働いているのかについては、

Poplack (1980) の大規模な研究以降、さまざ
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まな言語の組み合わせで、研究が行われてき

た。特に言語類型として離れた言語間のコー

ドスイッチングは（例えば、SVO 言語の英語

と SOV 言語の日本語）、二つの文法が相互に

どのような影響を与えているかを見るには、

興味深いものである。

(2)コードスイッチングの文法面を見るとき

に、生成文法などのフレームワークを使って

説明が試みられてきたが、言語産出の観点か

ら考案された Myers-Scotton (1993) の Matrix

Language Frame model (母体言語フレームモ

デル、これ以降は MLF モデルとよぶ) は、広

く影響力のあるフレームワークであり、一方

の言語が母体となり、もう一方の言語がそこ

に挿入されるというパターンを原則として

打ち出したもので、コードスイッチングでは、

2 言語のうちどちらが母体言語であるかは、

形態素の語順と、機能語がどちらの言語から

来ているかを見ることで決めることができ

るとしている。

(3)コードスイッチングの文法面に関する日

英語間の研究は東(1993),西村(1997)などまだ

まだ数が少ない。特に MLF モデルを使用し

たものは、高木(2000), 難波(2008)などにと

どまる。難波(2008)では、生まれてからずっ

と日英バイリンガル環境で育つ兄弟のコー

ドスイッチングについて、縦断的研究を行っ

た。そこでは、日英バイリンガル児のコード

スイッチングは MLF モデルで説明できるの

か、そうでない場合はどんなプロセスが起こ

っているのかが、探られた。

そこでは、全体の 58.2%が MLF モデルでのふ

たつの原則（形態素の語順、機能語は母体言

語から来ている）にかなったもので、どちら

が母体言語ということを判断できた。それ以

外の例では、母体言語がどちらかを決めるこ

とはできなかった。

(4) Muysken (2000) はこれまで行われてきた

数多くの言語間のコードスイッチングの研

究を包括的に調べて、前者の場合を insertion

(挿入パターン)、後者の場合で二つの言語が

文の途中で切り替わっているといえるもの

を alternation (切り替えパターン) とし、両者

については、別のフレームワークで扱うべき

であることを提案している。

(5) さらに難波(2008) では、コードスイッチ

ングは Wray の提唱する Formulaic Language

(定式表現:イディオム・コロケーションなど

複数の語がひとつの塊として脳に貯蔵され

ている)の内側では、起こらないという仮説が

検証され、実証された。

(6) これまでの研究はケーススタディを基に

した縦断的研究であり、日本語と英語のコー

ドスイッチングの文法的側面についての、よ

りしっかりとした理論の構築を行い、他の研

究者への示唆となるようなものにするため

には、横断的研究を行い、さらに多くのデー

タで検証をすることが、次のステップである

と考えられる。

２．研究の目的

横断的な研究として、複数のバイリンガルか

らコードスイッチングのデータを集め、難波

(2008)で調べた次の 3 つの点についての検証

を行う。

(1) Insertion 挿入パターンつまり、MLF モデ



ルで説明できるパターンは、どれくらいの頻

度で起こるか。難波 (2008) 同様に、母体言

語を判断する基準には、形態素の順序と機能

語の原則が用いられる。

(2) Alternation （切り替えパターン）の起こる

理由として、対人的・談話的機能や引き金の

現象が原因となっているのか。

(3) Formulaic Language (定式表現) の内側で

は、コードスイッチングは起こってるかどう

か。

３．研究の方法

(1) コードスイッチングを日常的に使用して

いる国際学校のバイリンガル生徒・卒業生の

会話を映像と音声の両方で記録した。コード

スイッチングは、フォーマルな場面では起こ

りにくく、リラックスをしているときによく

みられる傾向があるので、そのような場面を

設定することに配慮した。会話の録音は、こ

ちらで依頼したバイリンガルのインタビュ

ーアー（卒業生・生徒）が、他のバイリンガ

ル生徒に話しかける形をとったインタビュ

ー形式のものと、生徒会のミーティングをそ

のまま録音したものを行った。

(2) 音声と映像はデジタルデータとして、コ

ンピューターのハードディスクに保存し、

DVD を作成した。この DVD をもとに、書き

起こしをバイリンガルの卒業生に依頼した。

(3) 書き起こしたデータに日本語・英語の tag

をつけ、コードスイッチングをしている部分

を取り出し。insertion パターン、alternation

パターンの判断をし、質的な研究を行った。

４．研究成果

(1) 日本国内では希少な国際学校（帰国生用

の学校とインターナショナルスクールのデ

ュアル・スクール）という環境、友人間での

リラックスをしたインタビュー形式という

方法が、効果を表し、日本語と英語のコード

スイッチングのデータが、数多く得られた。

書き起こしには、汎用性のあるバイリンガル

データ専用のフォーマットを用い、また各被

験者の言語背景についてのデータも集めた

ので、今後多角的な分析が可能になると考え

られる。

(2) データは一語一語に日本語か英語かの言

語のタグ付けを行い、Muysken (2000) の枠組

みを使い、母体言語がありそこに他の言語を

挿入する、という insertion (挿入)パターンか、

母体言語そのものが文の途中で切り替わる

alternation（交替) パターンなのか、まず分類

を行った。

(3) 挿入パターンに関しては、Myers-Scotton

(2002)の MLF モデル+4M モデルで説明でき

る場合が多いが、日本語の助詞などをどのよ

うに分析するかについては、新たなモデルを

提唱していく必要性があると考えられる。難

波(2008)で行ったバイリンガル児のケースス

タディの縦断的研究では、英語が母体言語と

なることが多かったが、本研究では、英語・

日本語どちらが母体言語になるパターンが

見られた。

(4)alternation のパターンでよく見られたのは、

英語のディスコースマーカーや付加疑問、日

本語の終助詞といった語用論的な要素の前

後でコードスイッチングが起こりやすいと



いうことである。また、Clyne (2003)の枠組み

である triggering (引き金作用)が alternation を

引き起こす原因の一つとなっているように

考えられる。特に日英語の CS ではよく見ら

れる portmanteau (両開きのカバン)のパター

ンは、英語で文が始まり triggering が起こり、

日本語にスイッチするパターンになってい

るが、引き金となっているのは、社会言語学

的要因、語用論的要因、言語構造的要因など

様々なものがあり、今後さらなる研究が必要

だと考えられる。

(6) 発話者がバランス・バイリンガルである

度合いが低い場合は、insertion のパターンが

多くみられるが、度合いが高くなってくると、

insertion に加えて alternation が起こる回数が

多くなり、母体言語そのものの切り替えが頻

繁に起こっていることが観察された。この原

因の一つとして、Grosjean (2001) の提唱する

Language mode で、バランス・バイリンガル

は、二つの言語間での切り替えが起こりやす

い Bilingual Language Mode の状態になりやす

いということが考察される。
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